ジュリオへの謬見 -ラファエッロ 対 ジュリオ・ロマーノ- by 上村, 清雄 & Kiyoo, Uemura
－30－ 
 
ジュリオへの謬見
びゅうけん
 ―
ラファエッロ
 対
 ジュリオ・ロマーノ
―
 上村
 清雄
   
＊
  
イタリア・ルネサンス三大巨匠のひとり、ラファエッロ・サンツィオは、中部
イタリアの宮廷都市ウルビーノに一四八三年に生まれている。ウンブリア地方で活動をした後フィレンツェに滞在していたラファエッロは教皇ユリ ス二世（在位一五〇三―一三年）によっておそらく一五〇八年にローマに招聘され一五 〇年の早すぎる死までヴァティカーノ宮殿「署名の間」など「教皇の諸間（スタンツェ） 」の壁画装飾に始まる、画家、建築家、そしておそらく彫刻家として幅広い活動を展開した。ラファエッロがローマで運営 た大規模な工房は、イタリアのみならずフランドルやスペインなどイタリア外からも弟子として多くの芸術家が参加したその多彩な人員構成 よって知られ いた。この工房を代表するそして実質的に支える人物はジュリオ・ロマーノ（一四九九頃―一五四六年）である。
 イタリア・ルネサンス美術史を専攻し、 一九七三年から七八年までロンドンは
ナショナル・ギャラリーの副館長を務め セシル・グ ルド （一 一八 九四年）は、 一九八二年に美術雑誌 『バーリントン・マガジン』 に 「ラファエッロ
 
対
 
ジ
ュリオ・ロマーノ：ゆりもどし」と題する論考を発表している
（１）
。この論考は、一
九七二年から七六年までおこなわれた、
現在ヴァティカーノ美術館内絵画館に所
蔵されているラファエッロの絶筆とさ る《キリストの変容》の修復作業が完了して公表された成果をもとに考察を深めてい 。
 
ラファエッロは一五一五年八月二七日にローマ内外で発掘されたすべての資
料を吟味する監督官に教皇レオ十世 （在位一五一三―二一年） によって任命され
（２）
、
以後さらに多忙を極める。グールドはこの時期にラファエッロが絵画作品、とりわけ油彩作品の制作はジュリオを中心とする工房の手にゆだねたとする従来見解に見直しがなされ、近年の研究動向にラファエッロ よる全面的な関与を積極的に指摘するという「ゆりもどし
 (the sw
ing back) 」がみられる事実を強調して
いる。
 
ラファエッロが晩年にいかなる油彩作品
も自ら制作することがなかったとす
る見解を広く流布させた人物として、グールドはヴィンケル ン 一七 七―六八年）の友人にして理論的な著作も同時代に大きな影響をおよぼした新古典主義の先駆者のひとりドイツ人画家アントン・ラファエル・メングス（一七二八―七九年）をあげ、以下の著述の一部を引用 ている
（３）
。
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ラファエッロが盛時にどの油彩作品であれすべて自らの手で描かず、弟子たちに、とりわけ、趣向は本来生硬で生彩さを欠き、仕上げは滑ら であるものの筆致は臆する ジュリオ ・ ロマーノにすべて下描きをさせたのは絵画にとって不幸なことであった。
 
  
グールドは「ジュリオ・ロマーノがラファエッロの晩年の絵画のなかで最良の
作品をすべて制作した」とする主張を試みに「ジュリオへの謬見（
the G
iulio 
fallacy ） 」と呼んでいる
（４）
。この主張は別の見方をすれば晩年の絵画作品におけるラ
ファエッロの関与を積極的に評価 「ラファエッロ拡大論」とみなすことができるかもしれない。グールドが論考を発表した翌年一九八三年から八四年にかけてラファエッロ生誕五百年を記念 て開催された一連の展覧会、とりわけフィレンツェで開かれた「フィレンツェのラファエッロ」
（展５）
、二一世紀にはいってから
二〇〇四年から〇五年にかけてロンドンはナショナル・ギャラリーにおけるラファエッロ展
（６）
、二〇〇六年ローマ展
（７）
、二〇〇九年のウルビーノ展
（８）
と、一連のラファ
エッロの絵画作品を主に対象とした展覧会には、この「ラファエッロ拡大論」の傾向を指摘することが だろう。
 
 
「ジュリオへの謬見」に関わるラファエッロ晩年の活動に特化して組織された
展覧会としては一九九九年にマントヴァとウィーンで開催された「ローマとラファエッロの古典様式」
（展９）
、そして最初プラド美術館、つぎにルーヴル美術館で二
〇一二年から二〇一三年当初まで開かれた 「晩年のラファエッロ」
（１
展０）
があげられ
る。マドリッドとパリでの展覧会および同カタログからうかがえるように、広範
なテーマ設定ゆえ版画や素描作品が多数を占めたとはいえ一九九九年の上述の展覧会、および同展の監修者のひとりコンラッド・オーバーフーバーが同じ一九九九年に公刊した著作『ラファエッロ：絵画作品
（１１）
』 、そしてグールドがその貢献
に対して論文中で謝辞を寄せているポール・ジョアニデスが一九八五年に発表した論考「ジュリオ・ロ ーノの初期イーゼル絵画
（１２）
」など、これらの先駆的な業績
はいまだ高い評価を得ている。なおジョアニデスはトム・ヘンリーとともに二〇一二―一三年マドリッドとパリのラファエッロ展を監修している。
 
 
筆者は幸い本年一月ルーヴル美術館にて「晩年のラファエッロ」展を訪れ実作
品に接することができた。本小論はこのときおこなった作品検討もあわせ、ジュリオ・ロマーノがラファエッロ工房で活動した時期に、ラファエッロ しくはジュリオが単独で、ある は両者が共同で制作したとみなされる、主題が聖家族と考えられる六点の油彩作品をとりあげ、特に構図上 特徴を検討しながら、ジュリオ・ロマーノの独創性とは何かを主に視覚的 概観す ことで「ジュリオの謬見」を再考察することを目指している。
 
  
＊＊
 
  
現在マドリッドのプラド美術館にラファエッロによる油彩作品《少年洗礼者聖
ヨハネをともなう聖家族（通称《薔薇の聖母》 ） 》 【図１】が所蔵されている
（１３）
。一
方、エディンバラのナショナル・ギャラリー・ ブ・スコット ンド ある《ノヴァールの聖母》あるいは《伝説の聖母》と通例呼ばれている同主題の油彩作品
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【図２】は、このラファエッロ作品にもとづいてジュリオ・ロマーノが制作した作例として広く認められている。
（１４）
 
画面中央に幼児イエス・キリストを抱えて座るマリアが大きく表現され、画面
右側にマリアの両手に抱かれる幼児キリストが、マリアの左側に身を乗り出してキリスト 「
E
C
C
E  
A
G
N
U
S（ほらここに子羊がおられる） 」とラテ
ン語で書かれた巻紙を渡す少年洗礼者聖ヨハネを配する主要なモティーフは共通しながら両作品には大きな違いがある。マドリッド作品では背景は、おそらくカーテンが配されていると思われるものの、ほとんど漆黒の闇に包まれて るように見え、聖ヨハネの頭上にはうつむい
て瞑想にふけるヨセフの姿が大きく描か
れている。一方エディンバラ作品では画家はマドリッド作品よりも遠くからマリア＝キリスト＝ヨハネをとらえ、そのためマリアもヨハネも頭部から足首近くまで大きく表現されている。背景には重厚な石組を配した建築物が描かれ、建物の入口には暗闇のなかロバを画面に向かって右側に従え、右手に灯が もるカンデラを下げたヨセフが小さくあらわされている。白髭 蓄 た白髪 ヨセフは顔ロバの方に向けている。
 
エディンバラ作品では、マリアの顔は小さく表現され、ほぼ全身が描かれてい
る身体は引き伸ばされて造形され、おそらく両足を交差させている の下半身、伸びあがるヨハネの右脚は、両者が示す身体上の せん状の動きをさらに強調している。この身体表現を支える美意識はすでにマニエリスムを思わせる。また半円柱に支えられ壁龕を備えた粗面仕上げの石で構成される背後に描かれ建築は、ジュリオが後にマントヴァでフェデリーゴ・ゴンザーガに依頼 れ建設するパラッツォ・デル
･テの意匠を彷彿とさせる
（１５）
。この建築物の入口のように背
後に展開する別の空間を描き加える手法はつぎの作品にみるようにジュリオ・ロマーノ独自の絵画表現である。
 
《ノヴァールの聖母》より以前に制作された《聖母子（通称《ヘルツの聖母》 ） 》
【図３】には、暗い室内のなかにいる幼児イエス・キリストを抱いた膝より上の上半身があらわされたマリアが されている。
（１６）
眼差しはわずかに画面右側に
向けられているもののふたりは正面を向いて座ってい 。マリアの左側に彼女が座る布が敷かれた椅子が ぞき、室内の左奥に上部にカーテンが一部引かれた寝台が描かれている。一方画面右奥に位置する扉は開かれて、続く部屋／通路とさらにその奥に扉 半開しサヴォナローラ椅子 ぞく部屋を見ることができる。手前に開かれた扉の から次の部屋 扉の框へと紐が伸び、扉を開放しておくために扉の上からおそらく砂がはいった袋 さげられてい 。
（１７）
どうやら隣接する
部屋／通路は天井 あいているらし 。床 上 落ち 穀物か何かをつ ばむ白と黒の二羽の鳩が描かれ 。右側壁には閉じ た細長い戸口のようなものが表現されている。こ ように一見副 的にみえる部分ながら細部まで意尽くした細やかな表現が達成さ ていることが理解できる。
 
これらの細部は、一五一〇年代後半にローマで見られた日常的な室内光景をお
そらく映しながら、迫真的な細部描写で知ら るフランドル絵画を意識し 表現となっている。こ 作品には前述のプラドやエディンバ の油彩作品に登場するヨセフはその姿をあらわしていない。聖家族というよりもむしろ通例の聖母子の画像と一見みえる。はた てこの解釈は正しいのであろ か。この観点から画面右奥にさらに描き加えられ 絵画空間 いう点で大変類似す ジュリオ もうひとつの作品と比較し 検討を試み い。
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ラファエッロの生前に描き始めおそらく師の没後まで制作したと考えられる
通例《猫の聖母》と呼ばれる《少年洗礼者聖ヨハネをともなう聖家族》 【図６】のなかで、ジュリオ・ロマーノは《ヘルツの聖母》に採った室内空間を活用している（１８）
。 この作品では前景に描かれる人物の数は増し、さらに吟味された細部が加
えられているのでこの部分をまず検討したほうがよいであろう。
 
中央にイエス・キリストを抱えた聖母マリアが座り、母の右膝に両脚を広げて
横向きに座るイエスは左側に立つ少年洗礼者聖ヨハネが差し出すブドウと思われる果物を伸ばした両手でつかんでいる。マリアはふたりの仕草を見つめ、微笑みを浮かべながらも哀しげ 表情をして 一方マリアの右側には左肩をマリアの左手に抱かれなが 、マリア 左膝に右肘 つき右手の甲を顎にあてたアンナが跪いている。マリアとアンナの手前に斜めに配された木製 ゆりかごに巻紙が巻かれた洗礼者ヨハネの杖がたてかけられ、ゆりかごの中に配され クッションに幼児キリストは左足を置いてい 。前景の部屋の床は様ざまな色大理石で飾られ、ゆりかごの右側には中に布や裁縫道具を入れた籠が置 れている。アンナの足下にはしゃがんで画面正面を凝視する、この作品 通称 由縁となった猫が、アンナの背後には尾を振る犬が描かれている。画面左奥には《ヘルツの聖母》と同じく豪華な寝台が備えら て るものの、寝台を覆う緑色 カーテン 右側にたばねられていること、そして寝台の前面を大きな植物装飾が飾っている点で異なっている。なお木のゆりかごには下半身が植物と化 人体をとも 植物文
様があたえられている。また画面右手の隣室に続く扉の框の前には基台にスフィンクスの座像をあしらった金属製の細長い燭台が置かれている。残念ながら一九世紀にほどこされた修復によって少年洗礼者聖ヨハネの頭部と寝台の寝具は当初の絵具層が損なわれ保存状態は良好とはいえない。
（１９）
 
《猫の聖母》においては画面右奥の絵画空間は、手前の戸口の框全体がはっき
りと描かれ、視点が低くとられているために部屋／通路を経た奥 部屋の戸口框もさらに上部まで表現されている。開かれ 扉、次に続く部屋／通路、奥に別の部屋が控えるという基本的な構成はそのままに踏襲されている。しかしながら開かれた扉の上縁に張られた紐、扉に下げられた砂袋は姿を消し、部屋／通路の床でついばむ二羽の鳩はより手前 移動し、右壁に表現された閉じられた戸口の上には金属製か木製か棚のようなもの 描かれている。そして一番異なるのは最奥の部屋に両手に杖を ち正面を凝視するヨセフの立つ姿である。ヨセフは、幼児キリストを探索して殺害しようとするヘロデ王の意図を夢のな で知らされ、まさにその報せ 家族にも らそうとして るとする解釈がなさ ている。
（２０）
《ヘ
ルツの聖母》において《猫の聖母》にヨセフが描かれる場所 表現 椅子はほかならぬヨセフの存在を暗示し、それゆえ《 ルツの聖母》にはエジプト逃避にいたる物語が示唆され、結果として聖家族 主題が描出されているとみすことができるだろう。
 
《猫の聖母》は聖アンナと少年洗礼者聖ヨハネを伴う主題からレオナルド・
ダ・ヴィンチによる高名 《聖母子、 聖アンナ、 少年洗礼者聖ヨハネ》 の画稿 （一五〇〇年頃、ロンドン、ナショナル・ギャラリー）を典拠としていること、そして画面手前の主要人物そして背後 寝台の周囲を取り囲む漆黒 思わせ 色面
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の表現から一五一三年から一六年のあいだにローマに滞在したレオナルドから直接影響をうけていることが理解できる
（２１）
。とはいえ、マリアを右膝の上に載せな
がら顔をほぼマリアと平行に保ち、左手で人差し指を立てて天に向けるレオナルドが描くアンナと、左腕を外衣 くるみ右腕を顎にあてて全身をマリアにゆだねる 《猫の聖母》 のアンナとは何と異なることだろう。 ジュリオの作品ではヨハネ、幼児キリスト、アンナを従えたマリアは自らを含む四人で構成する三角形の構図の頂点に頭部を置いている。
 
《猫の聖母》にみられる、古代建築を思わせる寝台やゆりかごの装飾模様、背
後の燭台に見られる奇矯な構想にも づく金属工芸品の表現
（２
は２）
、 ラファエッロ工
房のなかで古代遺跡をともなう風景描写や やがてマントヴァのゴンザーガ家の宮廷画家となり、北イタリア 中心とす 各地の宮廷に食器や宝飾品など金属工芸品の素描を好ん 提供したジュリオ・ロマーノが能くした造形に通じている。その一方ですでに指摘したとおり、ジュリオは、細やかな動物描写、手前の籠の中にみられる小物や画面右奥 展開す 連続する室内 描出という、フランドル絵画を思わせる迫真的 細密な造形表現を得意としたことを忘れてはならないだろう。
 
よく知られているように伝承によれば聖家族と少年洗礼者聖ヨハネが出会う
のはエジプト逃避中の休息のとき、あるいはエジプトから帰還した きの 来事とされている。それゆえ厳密に考えれば背後に小さく描かれていると えエジプトへの逃避を告げようとするヨセフ 存在は絵画の語りに齟齬をきたす表現である。聖母子を室内空間の前景に大きく配置し、ヨセフを聖母子から隔ててたとえば背後の空間あるいは部屋に描くのは一五、一六世紀 ランドル絵画 好
んだ手法であった
（２３）
。たとえ強引な語りになろうとも、空間構成にかかわるフラン
ドル絵画の要素までも積極的にジュリオは自らの作品にとりいれようとしたのではないであろうか。加えて、ヨセフの造形によって絵画空間のなかに高まるドラマトゥルギーを導入しようとした点にラファエッロと異なるジュリオ・ロマーノの独自性があると筆者は考えている。
 
  
＊＊＊＊
 
 《猫の聖母》が依拠したラファエッロ作品《聖アンナと少年洗礼者聖ヨハネを
ともなう聖家族》はプラド美術館に収蔵されている【図４】 。この作品を依頼したのはおそらくレオ十世時代の教皇庁の外交官でありバルダッサーレ・カスティリオーネ （一四七八―一五二九年） の親友で ったルドヴィコ ・ カノッサである。一七世紀にスペインのフェリペ四世（一六〇五―六五年） コレクションに入ったこの油彩作品をフェリペは自らのコレクションの「真珠」とみな たこ からその名称で以後呼ばれている
（２４）
。 室内ではなく古代建築の遺跡の只中に場所が選ば
れ、当然ながら画面奥に連続する室内空間も寝台も存在せず、木で編まれたゆりかごには装飾がなく無地のままで表現されているという相違点はあるものの、《真珠》の四人の人物像をゆりかごとともに画面左側におよそ三〇度ほど動かせば《猫の聖母》の 物像と重なると言えるほど その画面構成は一致してい 。
（２５）
遺跡のなか壁を隔てた別 空間に小さく上半身だけがのぞくヨセフは手前の自分の家族を見守り本作品 主題をエジプトからの帰還ととらえて問題はないと
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思われる。
 
見る人を圧倒するのは、画面右奥に展開する日没直前の金色の光と青い空が交
錯する風景表現であり、小さな人物像が点在する神秘的な雰囲気を讃える古代建築と遺跡の描写である。加えてマリアの顔から右肩、そして幼児キリストの同じく顔と両腕、そしてマリアの右足を輝かせる画面左上から届く強い光はそれ以外の暗 沈んだ画面にいかに生彩をあたえていることか。マリアでもヨハネでもなく幼児キリストはその光をみつめているとする指摘はなるほどと思える
（２６）
。ルーヴ
ル美術館で開催された「最後のラファエッロ展」においても《真珠》は「円熟期の大型聖母子画」のセクションの中心を飾り、ジュリオ作とする旧説を排しラファエッロが全面的に関与した作品へと「ゆりもどし」がなされた研究成果 示すまさに展覧会を代表する作品 して扱われ いた
 
《真珠》と同じく戸外にいる聖家族を表現した作品にプラド美術館に所蔵され
ている《少年洗礼者聖ヨハネをともなう聖家族》 【図５】があげられ
（２７）
。この作
品ではヨセフがマリアの右脇に立ち大理石による古代の台座の上に 肘 つき右手を口元にあて、いわば《猫の聖母》におけるアンナ 役割 になっている。マリアの背後に大きな樫の木が描かれてい ことから、こ 木を紋章として用いるデッラ・ローヴェレ家との関係 推測されるこの作品 《樫の聖母》と呼びならわされている。少年洗礼者聖ヨハネ 届けた「
E
C
C
E  
A
G
N
U
S 
D
E
I（ほらここに神の子羊がおられる） 」 とラテン語で書かれた巻紙の意味を
母親がはたして理解したかどうかを目で確かめる幼児イエス・キリストの表現にはレオナルドの絵画作品《聖母子、聖アンナと子羊》 （一五一〇年頃、ルーヴル美術館）が参照されている
（２８）
。ヨセフの背後に広がる上空から降り注ぐ青い驟雨の
表現、古代建築の遺構の輪郭を際立たせる落日の光、これら鋭敏な自然表現はラファエッロの直接の関与を思わせる。
 
しかしながら、ヨセフがもたれる台座に、踊る女性の浮彫が配された《ボルゲ
ーゼの大燭台》 を用いるなど厳密な考古学的な知識が示されていること
（２９）
、画面手
前右に配された円柱の台座とその上に斜めに置かれた輪切りにされた円柱、そしてその間 は まれた木片まで描き出す、 フランドル絵画を思わせる細密な描写
（３０）
は、まさにジュリオ・ロマーノにふさわしい表現であ
 
おそらく《ヘルツの聖母》では画面右奥に展開した空間表現においてフランド
ル芸術に根差した細密表現を先鋭的に試みたジュリオは、つぎに古代芸術の正確な知識が効果的に活用されている《樫の聖母》の制作に携わった。 《真珠》に指摘できる熟考された人物表現と光 描写との一体感を欠くとはいえ、 《樫の聖母》は、ラファエッロの監督のもとに、自らの古代への趣向とフランドル芸術に学んだ細密描写とを共存させようとジュリオ自身が試みた作品とみ してよいであろう。前述したように、 《樫の聖母》の少し前に制作された《ノヴァール 聖母》の背景にあらわされたヨセフは、 《猫の聖母》中に かれ 同一人物と異なり、まなざしを傍らにいるロバに向けて エジプトからの帰還という主題にふさわしい表現へと緩められて 。 《ヘルツ 聖母》ではヨセフの存在は椅子 よって暗示されるに どまっていた。 《真珠》を再び参考にしながら、 《猫 聖母》において、ローマ出身とい 出自を最大限に生かした古代芸術 根差した表現を展開する一方で、ジュリオは動物および静物表現 いたるまでフランドル芸術に依拠する要素をより広範に採りこみ、さ にフランド と連なる特有 画面空間に、正面視をとる劇的なヨセフの姿を出現させた。この「変化」 やラ ァ
－36－ 
 
エッロのくびきを離れたジュリオの新しい段階を想定することは恣意的に過ぎるだろうか。
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〔附記〕
 
なおラファエッロおよび彼の工房の油彩作品のなかでヨセフを伴う聖家族を
主題とする作品《聖なる愛の聖母》 （一五一六年頃、ナポリ、カポディモンテ美術館、
Late Raphael, op. cit., pp. 187 – 92 ） 、 《聖ヨハネをともなった聖家族》 （一五一
六―
一七年、 ドーセット、 キングストン・レーシー、 バンクズ・コレクションズ、
Late Raphael, op. cit., pp. 230 – 32 ） 、 《フランソワ一世の聖家族》 （一五一八年、ルー
ヴル美術館、
Late Raphael, op. cit., pp. 135 – 43 ） 、 《散策の聖母》 （一五一八
―
二〇年
頃、 エディンバラ、 ナショナル・ギャラリー・オブ・スコットランド、
Raphael. The 
Pursuit of Perfection, op. cit., pp. 86 – 89 ）あるいはヨセフの存在が暗示されている
《ウェリントンの聖母》 （一五一六
―
一八年、ロンドン、ウェリントン・コレク
ション、
Late Raphael, op. cit., pp. 245 – 47 ）などは今回言及することができなかっ
た。帰属問題を含めてあらためて検討をおこないたい。
 
なお本小論は平成二四年度～平成二六年度科学研究費助成事業（基盤研究
（
C） ） 「フランチェスコ・ディ・ジョルジョの芸術
―
一五世紀後半シエナとウ
ルビーノの芸術交流」の研究成果の一部である。
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